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２０２５年３月１３日、ついにコウノトリが降りてきてくれました。今年は２月に大雪が２回も降り、雪解け水が多かったこ

とが幸いしてか、４月上旬にかけて水路や池周辺に広がった水たまりに、多い時は 4 羽も来てくれていました。エサが

豊富なことはわかってくれたはずなので(笑)、来年にも飛来してくれることを期待しています。 

ついにザリガニ防除の成果が目に見える形で現れました。３年間、毎週防除活動を続けてきた栗木谷の池に、再導入し

たトチカガミが一面に咲き広がりました。（詳細は次頁へ） 

ついに後谷の湿地再生工事が完了しました。盛り土を撤去し水が入った場所から早くも３０年前にもこの場所にあった

と思われる植物たちが姿を現しました。（詳細は P５へ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

  

今年は胸ときめくトピックがいろいろ！ついに、ついに、ついに～～ 

特定非営利活動法人 中池見ねっと 

連絡先 〒914-0005 福井県敦賀市樫曲 7-25 

TEL 090-8269-9801 メール info@nakaikeminet.raindrop.jp 

ホームページ http:// nakaikeminet.raindrop.jp/ 

中池見サポーターズバンク https://sites.google.com/view/nakaikemisb/ 

中池見ねっと通信 
会報 60 号 2025 年 12 月 20 日発行               
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江尻にて。まだヨシが伸びない春の水辺に降りてきたコウノトリたち。 

栗木谷に咲き広がったトチカガミの花                       工事が終わり、水が入った再生湿地 下流側より 



 

 

 

地球環境基金の助成を受けて 2022 年にスタートしたトチカガミプロジェクト。会員のみなさまや数多

くのサポーターたちに支えられ、今年ついに助成期間を終えました。絶滅の危機に瀕する希少な水草「トチ

カガミ」が生える水辺を再生することを目指した活動と、継続した活動の中で得られた成果、それにこれからの展望に

ついて、改めて振り返ってみたいと思います。 

 

トチカガミプロジェクト活動① トチカガミの再導入 

トチカガミは丸っこいハート形の葉を水面に浮かべる水草で、福井県で

は絶滅の恐れが最も高いランクである絶滅危惧Ⅰ類に指定されている希

少種です。中池見湿地では 1990年代まで水路を覆うように生育していた

ことがわかっていますが、ザリガニの侵入とほぼ同時に生育数が激減。

2022 年のプロジェクト開始時点では直径 50cm ほどの睡蓮鉢に保護の

ために栽培された株がわずかに残されているだけ、という非常に危機的な

状況でした。 

プロジェクトでは、かつてのように水路にトチカガミが繁茂する光景を目

指して、栽培した株を野外に再導入することを目標としました。さいわい、ト

チカガミは条件が整えば増えやすい性質の草で、2 年も経たずに用意した

容器 5個分すべての水面（約 0.4m²）を覆ってしまうほどに増殖。こうして

殖やしたトチカガミの一部は、地元・東郷公民館と敦賀気比高校附属中学校

にも栽培を依頼し、非常時の栽培株のバックアップとしてだけでなく地域住

民や生徒への環境学習にも活かされています。また、これとは別に湿地中

央北部の研究田ではザリガニ駆除作業によって攪乱した休耕田からトチカ

ガミが発芽するという珍事が発生。こちらも旺盛な生育が継続して観察さ

れるなど、再導入に向けた準備が順調に進みました。 

しかし、一筋縄ではいかないのが環境保全の難しさ。並行して進めていた

ザリガニ防除の成果が芳しくなく、プロジェクト終了時点でトチカガミを再

導入できるほどザリガニの密度が下がった水辺は 1 か所もありませんでし

た。そこで、ゴム製の畔シートを使ったザリガニ侵入防止柵を湿地内 2 か所

に設置し、2024 年 8 月に柵内へのトチカガミの再導入を行いました。柵

内のトチカガミは順調に生育し、開花結実も確認されるなど柵の設置地点

がよい環境であることは確かめられましたが、実験として柵外に再導入し

たトチカガミはすぐに葉や根が千切られ、秋までには株全体が消滅。ザリガ

ニによる影響が改めて浮き彫りになりました。 

 

トチカガミプロジェクト活動② アメリカザリガニの防除方法確立 

アメリカザリガニは言わずと知れた北アメリカ原産の条件付特定外来生

物で、繁殖力が強く、水辺に侵入すると爆発的に数を増やすうえ、雑食性

で、エサが乏しくなれば落ち葉だけを食べて生きていくこともできるというタフさを持っています。また、日本に天敵が

ほとんどいないため一度定着すれば人間が駆除する以外に数を減らす方法はほぼないという非常に厄介な外来生物

です。 

中池見湿地では 1997 年ころアメリカザリ

ガニが侵入したことがわかっており、わずか２

～3 年のうちに湿地全域に分布を拡大。その数

は 2010年頃ピークに達し、とある池では落ち

葉を取り合うザリガニで水底が赤く見えるほど

でした。その後、一度は駆除が進みかなり密度

が低下したものの、2020 年頃から再び密度

が上昇してしまいました。2022 年以降はプロ

ジェクトの活動の柱の一つとして、効率的な防

除方法の確立を目的に「ザリマガにマジで獲

る！チーム」（通称ザリマジ）を設立。2022 年

3 月から 2025 年 2 月の間に合計 43,920

匹のザリガニを防除しました。3～11 月に設置

したカゴワナで 17,308匹、冬季休館中のすく

い取りなどで26,612匹と、当初目標としてい

た 3年間合計 30500匹を上回っています。 
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トチカガミプロジェクト終了しました  

サポーターと畦シートを設置！ 

再導入に向けて増やしたトチカガミ 

東郷公民館にて域外保全にご協力いただく 



 

私たちがザリガニ防除に使用しているNPO法人シナイモツゴ郷の会が開発した「ザリガニ連続捕獲装置」はザリガニ

が逃げ出しにくいので 1 週間以上水中に設置しておくことができる優れものです。ただ、そのままではイシガメなどの

希少種を含む大型生物が入ってしまうことから、糸を張って入口を狭めたりペットボトルを入れて完全に沈まないよう

にするなどの工夫を重ね、中池見に合った防除方法を模索しました。 

先にも触れましたが、これだけ防除を重ねてもザリガニの密度がほとんど変化しなかったことは大きな課題です。も

ちろん放置していれば今よりずっと被害は拡大していたでしょうし、これだけの数に抑え込むことができたともいえま

すが、目標としていた低密度管理には及ばず。対処すべき問題が改めて見えてきた 3年間となりました。 

 

トチカガミプロジェクト活動③ 調査や作業を継続的にサポートする組織が構築される 

プロジェクトでは、具体的な保全活動に加えて、これからの活動をサポートする組織を構築することも活動の柱の一

つでした。2022 年 2 月に立ち上げた、外来種対策など様々な場面で活躍しているボランティア組織「サポーターズバ

ンク」もこのプロジェクトがきっかけで誕生した仕組みです。 

研究者や演奏家、ハンドメイド作家など様々な人を招いて行う「なかいけみカフェ」や、生き物系 YouTuber マーシ

ーさんのご協力などもあり、2022年 2月の立ち上げから現在までに 188組 317人の方にご登録いただきました。

特に「ザリガニマジで獲る！チーム（通称ザリマジ）」の活動は毎回平均で5人以上のサポーターの方が参加しており、リ

ピーターが活動の中心になって作業を行っています。ただ、317 人のサポーターのうちこれまでに一度でも活動に参

加したことがあるのは 1/4 程度で、ザリマジの参加者数も目標には達しませんでした。とはいえ、ザリマジの活動はサ

ポーターさんたちなくして続けることはできませんでしたし、繰り返し参加してくれているメンバーの中には、スタッフ

不在時にリーダーとして活動を引っ張ってくれたこともありました。また、2023 年 9 月に実施した外来生物研修では、

参加したサポーターが実際に特定外来生物オオバナミズキバイを発見するなど、能力・資質ともに素晴らしいメンバー

が育ちつつあると感じています。 

 

 思い返せば、様々な成果と課題が得られた 3年間の活動でした。2025年 3 月の助成終了時、琵琶湖博物館特別研

究員の中井克樹さんからは 

「中池見湿地の価値を脅かしつつある最大の脅威ともいえるアメリカザリガニの防除に向け、さまざまな困難に直面し

ながらも地球環境基金の助成を受け３年間継続された中池見ねっとによる活動は、昨今のネイチャーポジティブの社

会的動向にも合致した先進的な事例として、また、全国の湿地保全活動のなかでも特筆すべきものとして、十分な活

動実績を果たしたものと高く評価したい。」 

と、身に余るほどのご講評をいただきました。これは私たちが活動を行っていく上で大きな支えとなっています。また、

地球環境基金の皆さんからも高い評価をいただいたこともあり、中池見ねっとでは 3 年間の助成終了後、再び地球環

境基金の支援を受けることができました。これからの 3 年間は、湿地が再生された後谷はもちろん内池見地域も視野

に入れた湿地の保全に向けた活動を行っていきます（詳しくは 6～7ページへ！）。 

 

なお、トチカガミの再導入に向けた活動も継続して行っています。ザリ

ガニ侵入防止柵を設置している栗木谷の池では 2025 年 3月以降獲れ

るザリガニの数が激減し、カゴワナに入らないような小型ザリガニはほぼ

全く見つからなくなりました。4 年間の地道な活動がついに実を結び、ア

メリカザリガニをほぼ根絶することに成功したといえます。柵から出した

トチカガミは、数か月で池の水面を覆ってしまうほど大繁茂して花を咲か

せる頃には地元のメディアにもこぞって取り上げられるなど大きな話題

になりました。小規模な池とはいえ、ザリガニの根絶による水草の復活は

かなりまれな事例で、全国でザリガニ防除活動を行っている仲間たちに

とっても希望を与えられたのではないかと思っています。 

とはいえザリガニのしぶとさにはまだまだ油断なりません。夏以降、おそ

らく自力で移動してきたと考えられる稚ザリガニを抱えたメスが複数見つ

かっており、防除の手をゆるめればすぐに元通りになってしまうことは過

去の歴史を見ても明らかです。これからも持続的なザリガニ防除を続け

ながら、局所的なザリガニ不在環境を増やして中池見本来の生物相を回

復していきたいと思いますので、応援のほどよろしくお願いいたします。 

 

  

2022 年 10 月のザリマジの活動。プロジェク

ト 1 年目の栗木谷の池では、この年だけで

1487匹捕獲しました。 

2025 年 9 月のザリマジの活動。池を覆うよう

にトチカガミが繁茂。この時は捕獲数0で2025

年は年間通して 19匹しか捕れませんでした。 



 

 

 

 

毎年恒例となりました「みんなで報告会」を 2 月 15 日（土）

に開催しました。この報告会は、中池見湿地で行われている

調査・研究や保全活動、環境学習などの取り組みを、子ども

から大人まで幅広い世代で共有する場です。 

第 1 部では、外来種対策の法律をテーマとした基調講演に

続き、中池見ねっとの活動、ジュニアレンジャーや学校、企業

による取り組みなど、さまざまな立場からの発表が行われま

した。日頃の活動の積み重ねや新たな気づきが紹介され、参

加者は熱心に耳を傾けていました。 

 

第2部では、外来種問題の現状を共有し、地域でどのように

関わっていけるのかを語り合いました。 

参加者からは「基調講演で外来種＝ワルモノではないと話されて、外来種のイメージやモヤモヤが晴れました。」

「参加できるところから参加してみたいと思いました」といった声が聞かれました。 

 
プログラム一覧 

[第１部] 基調講演 ＆ 活動報告 

基調講演 

「外来種対策のための法律、作ってみた、変えてみた」 中井克樹（滋賀県立琵琶湖博物館・特別研究員） 

活動報告 

・「中池見湿地 保全と活用に向けての取り組み」 藤野 勇馬（中池見ねっと 理事） 

・「中池見ジュニアレンジャーの活動」 中池見ジュニアレンジャー（中池見ねっと） 

・「中池見湿地の水質調査/米作り」 気比高校付属中学校 水質調査班/米作り班 

・「アイシン福井の生物多様性活動」 河上康二郎（株式会社アイシン福井環境施設部 環境Ｇ） 

・「中池見湿地のトンボ相の現状（仮）［動画］」 和田 茂樹 （日本トンボ学会 会員） 

・「中池見湿地で取り組むニホンイシガメの保全と外来種の防除」 加賀山 翔一（淡水生態研究所） 

・「中池見湿地付近の鳥類（仮）」 吉田 一朗 (鳥類標識調査員・元 北陸新幹線、中池見湿地付近モニタリング調査

等フォローアップ委員[一般鳥類]) 

・「中池見湿地に生息するドジョウ 2種の繁殖行動の観察」 八嶋 勇気（近畿大学大学院農学研究科） 

・「野生メダカの生態調査 IV」 深町 昌司（日本女子大学理学部化学生命科学科） 

 

 [第 2部]  

・みんなで語ろう 『外来種問題の今をシェア』 

 

[ポスター展示]  

・令和 6年度 角鹿小学校３年生 

「自然豊かな中池見」～中池見ってどんなところ～ 

・後谷の湿地再生 

・中池見盛り上げよう会 
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P4「中池見湿地の今をシェア 子どももおとなもみんなで報告会」を開催しました！ 

左から中井さん、加賀山さん、藤野、参加者

による外来種問題についてトークセッション 



 

 

 
 後谷には工事残土によって埋め立てられた湿地があ
ります。ここはかつてホタルがたくさん見られる田んぼ

として地元の方にも親しまれた場所でしたが、埋め立て

られてからはササやススキが茂る乾いた草地になって

しまいました。その後、埋立地の下流の休耕田で地元の

小学生たちと水田耕作を始めたところ全国でも有数の

ヘイケボタル生息地となり、夜の観察会も大盛況となっ

ていましたが、北陸新幹線深山トンネル工事が始まった

からしばらくたったころ、山からの沢水が枯渇し、ヘイケ

ボタルの数は激減。小学生たちも場所を移して田んぼ

をすることになりました。このことについて、トンネルの

工事を行っている鉄道建設・運輸施設整備支援機構

（JRTT）からは、トンネル完成後水量は回復傾向である

ものの、回復には長い時間がかかるうえ、工事前の状況

には完全には戻らない可能性もある、という報告があり

ました。 

 そこで私たち中池見ねっとは日本自然保護協会と協力して、JRTTと「北陸新幹線、中池見湿地付近 モニタリング等

フォローアップ委員会」にミティゲーション 5原則に基づく湿地再生をするように提案。沢の水枯れの代償措置として、

かつて埋め立てられた後谷の湿地について盛土撤去による自然復元を行うことになりました。 

これらの計画について JRTTとの協議を円滑に進めるため、中池見湿地保全活用協議会に分科会の設置を提案。

「後谷湿地再生検討分科会」の設置が了承されました。分科会には協議会のメンバーと JRTTのほか、敦賀市環境政策

課、中池見に関わる地区の区長、中池見ねっとや日本自然保護協会などの保全団体、フォローアップ委員会や中池見と

かかわりが深い研究者、中池見の保全について関心のある市民など 20名以上が参加し、2024年 5月からこれまで

に不定期に 10回の協議と 3回の現地視察を行っています。 

分科会で協議した内容は再生湿地の設計を中心に多岐にわたります。当初、湿地全面をかつてのような水田として

復元する案が計画されましたが、埋め立て前に営農していた方への聞き取りの結果、渇水期のポンプアップなしに水田

を維持するのは難しいということが判明し、設計を一から考え直すことになりました。白熱した議論の末、できるだけ手

をかけずに維持できる湿地を目指し、蛇行した水路を中心に、溜池や水田、氾濫原湿地など多様な水環境を内包した再

生湿地を基本としながらよりよい湿地を目指し協議を繰り返しています。 

設計と並行して 2024年 7月から盛土の撤去がスタート。鉄板が敷かれた道路を大型車両が行き交う様子はさな

がら開発工事のようでお客さんに心配されることもありましたが、事情を説明するとみなさん感心した様子でした。

冬、工事がストップしている間には、中池見ではあまり多く見られないミ

ズハコベやタガラシなどの越年草が芽を出したり、土砂撤去によってで

きた水たまりに早速アカガエルが産卵にやってきたりするなど、短い期

間に土地が持つポテンシャルの高さが示され、再生湿地への期待度は高

まるばかりでした。 

その後も微調整を重ね、2025年 10月、ついに再生湿地が完成！ 

11月には工事関係者や市長などが出席する「中池見湿地 湿地再生プロ

ジェクト完了式」が行われました。前後に行われた生物相調査の結果につ

いては次のページ以降に詳しく書きますが、完成直後から福井県の絶滅

危惧 1類に指定されている希少な植物「ヤナギヌカボ」や福井県内での

生息地が限られる大型のアカトンボ「キトンボ」など希少な動植物の生息

が確認されています。特にヤナギヌカボはかつての水田土壌に眠ってい

た種が芽を出したと考えられ、

盛土の撤去によってかつての

環境が復元され始めたと言え

るでしょう。 

これから数年間は植生や景

観などが目まぐるしく変化す

ることが予想される再生湿地。

中池見にお立ち寄りの際はぜ

ひ、後谷の再生湿地まで足を

延ばしてみてください。 

 

 

 

ついに完成！後谷再生湿地について 

JRTTホームページ お知らせ より 

完了式後、現地にて記念撮影 

キトンボ ヤナギヌカボ（絶滅危惧Ⅰ類） 



 

 

 

中池見湿地の北側には、同じ成り立ちをもつ「内池見」と呼ば

れる湿地があります。中池見湿地とその周辺が「越前加賀海岸

国定公園」に編入された際、内池見の湿地部分は普通地域と

して位置づけられました。 

以前から昆虫研究者の間では、両湿地の間を一部のトンボな

どが行き来する生息地ネットワークが存在すると考えられて

きました。中池見湿地が開発や耕作放棄、外来種の侵入など

により影響を受けながらも、一部の生きものが生息を続けて

こられた背景には、内池見からの個体群の移動があった可能

性があります。 

一方、内池見は私有地で水田耕作が続けられてきたこともあ

り、生物調査はあまり行われてきませんでした。そこで昨年度

より「地球環境基金」の助成を受け、内池見の生物相について調

査を行うことにしました。2024 年の秋に、数年以内に耕作放棄された 2 か所について、地権者の了解を得たうえで

動植物調査を実施しました。その結果、絶滅危惧種のヒメビシやシソクサなどの植物、ガムシをはじめとする多くの水生

昆虫を確認することができました。これらの種は中池見でも確認されている種がほとんどであり、中池見湿地の生物相

と近似していることを示唆しています。一方で残念なことに、条件付特定外来生物であるアメリカザリガニも確認され

ました。 

今年度は、予備調査でいくつかの希少種が確認された植物と水生昆虫について、内池見の複数箇所で生物調査を行い

ましたので、その結果の一部を共有します。 

水生昆虫調査 

10/11（土）に内池見の「〆田」「金糞」と呼ばれるエリアにて調査を行いました。この 2

ヶ所は耕作放棄水田で、予備調査にて湧き水の存在と複数の絶滅危惧種を確認してい

ました。今回の調査でもクロゲンゴロウ、ミユキシジミガムシ、オオコオイムシなどを確

認しました。中には内池見では初記録（中池見では確認している）の種もあり、中池見

と内池見の生物相の共通性が見出されました。 

 

植物調査（藤野） 

7/17（木）、10/25（土）の両日、内池見において、福井県立大学の角田智詞准教授と

福井市自然史博物館の柴田あかり学芸員にご協力いただき植物調査を行いました。7

月の調査ではヒメビシやホソバノヨツバムグラなど中池見でも見られる珍しい水生植

物のほか、中池見では見られないヤナギモやオオカナダモなど沈水植物も見つかり、内

池見の植生の特徴の一端が明らかになりました。10 月の調査ではオオニガナやサワオ

グルマ、シソクサなど中池見との共通種が多く見つかり、地点ごとに特徴的な植生があ

ることがわかってきています。これまでに確認された植物は 32 科 61 種で、特徴的な

種、その場で種名が判明しなかった種については柴田学芸員に標本の作製と同定を依

頼しています。 

 

 

トンボ標識調査 

6 月上旬から 7 月上旬にかけて、中池見と内池見にてトンボ類の標識再捕獲調査を

行いました。6 月 8 日には中池見でトンボの観察会を兼ねて捕獲と放流を行い、29

日にはサポーターズバンクの方にも参加して頂き内池見で捕獲と放流を行いました。

今回は総計 13 種 73 頭のトンボ類にマーキングを行いました。しかし再捕獲できた

数はわずか 2頭、いずれも放流地での再捕獲で両湿地での移動を示す結果は得られ

ませんでした。再捕獲率が低かった原因としては、マーキングできた個体数が少なか

ったことと、再捕獲に十分な調査時間を割けなかったことが原因だと考えています。

来年も行う予定をしておりますので、ぜひお気軽にご参加・ご協力頂けると幸いで

す。 

 

P6～7中池見～内池見プロジェクト 

環境省越前加賀海岸国定公園の概要より 

クロゲンゴロウ 

内池見のヒメビシ 

マーキングしたショウジョウトンボ 



 

10/11～12 後谷再生湿地の調査＆観察会 
後谷の再生湿地にて 10/11（土）に水生昆虫観察会を、10/12（日）に植物調査および

観察会を行いました。水生昆虫観察会ではマツモムシやヒメゲンゴロウ、ギンヤンマの

ヤゴなどたくさんの水生昆虫のほか、イモリやメダカなどの生物も見つかり、多くの生

物がいち早く再生湿地に移住してきていることがわかりました。想定外だったのはアメ

リカザリガニの数の多さで、小型の個体も多く見つかったことからすでにザリガニが繁

殖していると考えられます。地点によってはアメリカザリガニが優占している場所もあ

り、ザリガニ対策が急務となっています。 

 

水生昆虫調査（観察会） 

10/11（土）に、水生昆虫調査を兼ねた観察会を開催しました。一般参加者は●名

で、総勢●名での観察会となりました。8 月に湛水したばかりの再生湿地ですが水

生昆虫の隠れ家となる植物も既に繁茂していて、実際に多くの水生昆虫が見つか

りました。一時的に飛来してきたと思われる種もいれば、ここで発生したと思われ

る複数種のトンボの幼虫など、多様な昆虫が定着し始めていることが明らかになり

ました。中にはガムシ（環境省 RL:NT）などの絶滅危惧種も確認できました。また、

再生湿地は2つの池と 4つの浅い湿地で構成されていますが、確認できた種数も

種構成もそれぞれ異なっていました。来年も観察会を行う予定をしておりますが、

どのような変化を観察できるか今から楽しみです。 

 

12日午前中には内池見で行った植物調査のメンバーに加えて角田先生といっしょ

に来られた学生さんも参加して植物調査を実施。ヤナギヌカボやシャジクモ、ミズト

ラノオ、イチョウウキゴケ、ヒメミズワラビなどの希少な水草のほか、エノキグサや

ザクロソウなどの荒れ地の植物を含む 31科 53種の植物を記録しました。4面に

分かれた氾濫原湿地部分を 1 面ごとに調査した結果、それぞれの面に独特の植生

が発達しつつあることも見えてきています。 

午後の植物観察会では再生湿地の地面を覆う小さなコケを観察。ウキゴケとコハ

タケゴケは一見そっくりですが、拡大してみると葉の中心に筋があるかどうかで見

分けることができます。湿地の北側にはヤナギタデの大群落があり、なかな

か見ごたえがありました。下流側の池でヤナギヌカボやミズトラノオなどの

希少種を観察していたところ、ギンヤンマが産卵にやってくるというサプラ

イズもありました。 

中池見ねっとでは、盛土撤去後の湿地の変化をとらえるためこれからも観

察・調査を続けていく予定です。興味のある方はぜひご参加ください。 

 

 

 

 
 

 

5/25第２回ザリガニマジで獲る！大会 

昨年に引き続き、今年もザリガニマジで獲る！大会を開催しました。

第１回目の昨年は、水路に多くいたアメリカザリガニが、大会直前に

なって急に姿を消すという状況となり、外来種捕獲の名人マーシー

さんにして、数匹しか獲れなかったということを踏まえ、開催時期を

冬眠から目覚め活発になるこの時期に開催することにしました。 

その甲斐あってか、今回は１時間足らずで 2050ｇ捕獲できました。 

参加者された方の感想。 

・雨が降ってる中でも、皆さんのおかげで安全に楽しむことができま

した。 

・ザリガニがいっぱいとれてうれしかったです。 

・あんまとれなかったけどコツとかとりかたがわかってたのしかったです。 

・家族みんなでたのしめました。ザリガニ以外の生き物にもふれることができて良

かった。 

などなど、いただきました。 

優勝は県立大のザリマジ常連メンバーの学生さんたち(笑)大会後、生き物の説明

なども子どもたちにしてくださっていてありがたかったです。これからも子どもた

ちにその背中を見せていただきたいですね。 

P8どれも楽しかった～ザリマジ大会、観察会、なかいけみカフェ・・・ 

－9－ 

この事業は２０２5年度独立行政法人環境再生保全機構地球環境基金の助成を受けて実

施しました。 

捕獲したアメリカザリガニ 

予想以上に多くのヤゴ 

たくさんのトンボのヤゴや水生昆虫 

雨にも負けず、ガサガサ 



 

1/25冬の中池見でバードウォッチング 

 毎年恒例となりました、冬のバードウォッチングです。今年はお天気にも恵ま
れ、野鳥の会の皆さんにとってはちょっと取れ高少な目ではあったようなのです

が、楽しく気持ちの良い一日でした。途中、取りを見つけるとス

コープに入れて見せていただき、普段見ることがない小鳥たち

の愛らしい姿に癒されました。 

センターに戻る直前、木道にジョウビタキがチョンと乗って近寄

ってもすぐには飛ばずにいてくれました。まるで私たちを待って

てくれたようで、皆さん大喜びでした。 

 

6/8 中池見湿地トンボの超！観察会 

 今年も、中池見湿地のトンボを長年見てくださっている和田茂樹さんを講師に
お迎えしての観察会です。昨年中池見で、タイワンウチワヤンマが確認されトンボ

の確認種数が 74 種に増えたこと、これは国内で 2 番目に多い数であることな

ど、トンボについてのお話を伺ってから外へ。センター前の田んぼ周辺では、捕虫

網を持ったおとなも子どもも次々とハラビロトンボやシオカラトンボ、キイトトン

ボなどを捕まえていました。その後水路沿いに笹鼻池や、三

つ又、後谷まで行きました。今日採集したトンボは、後で標識

調査のために多くはセンターに持ち帰りました。 

今回確認できたトンボは 22種類。短時間でもこれだけの

種類のトンボに出会える場所は、本当に少ないので大事にし

てほしいと締めくくられました。 

 

6/28・7/5 中池見ナイトウォッチング 

ホタルだけでなく、様々な生き物たちの夜の姿を観察するナイトウ

ォッチング。一時は水涸れで心配した後谷の休耕田も、しっかり水が

入り多くの生き物たちを観察することができました。いただいたご

感想にも、イモリの子どもがかわいかった、蜘蛛とガガンボの対決

を見られた、モリアオガエルの吸盤や卵など、実際に触れて楽しかっ

た、生き物探しの時間があっという間だった、等々喜んでいただけ

たようでした。 

例年、時期的にヘイケボタルがメインではありながら、数頭見られる

ゲンジボタルがほぼ見られなかったのは少し残念でした。今年は時

期が早まったようでした。 

 

11/3なかいけみカフェ⑩ 

こすり染めワークショップ 丸山梓さん 植物染め作家（noasobi） 

当日はあられが降る荒天でしたが、材料となる草花をとりに出かけると青空も見える

穏やかな天気になって、ゆっくり秋の草花を選ぶことができました。講師の丸山さんから

植物染めの魅力を伺って、いよいよそれぞれ採ってきた草花をエコ

バッグの上にレイアウト。ティッシュとクリアファイルでおさえた上か

らスプーンでゴシゴシこすります。淡い紫のツリガネニンジンやヤノ

ネグサの紅葉も意外としっかり色が出たりして。思ったより色が写る

もの、写らないもの、草の種類はもちろん、時期や生えていた場所な

どでも微妙に違うようで、やってみないとわからない、そこが難しく

も楽しく、シンプルなこすり染めの奥深さを感じました。 
 

11/15なかいけみカフェ⑪ 

今年、話題の虫 ユスリカってどんな虫？ ～実は身近なユスリカの世界～  

児玉敦也さん（日本ユスリカ研究会会員） 

蚊とユスリカとの違いから始まり、幼虫時代には有機物を分解して水をきれいに

してくれて、さらに幼虫成虫を問わず、エサ資源として生態系を支える存在でも

あること、海にも温泉にもアフリカの乾燥地帯にも、南極の雪の下にまで、環境に

合わせて進化したユスリカがいる、つまり水がある環境の数だけユスリカがいる

ので、国内で少なくとも 1200 種、世界中には１５０００種もいるといえること、

などなど、ユニークなユスリカもご紹介いただきながら、とってもわかりやすくお

アカハライモリ 

の幼生 

↑みんなで採集します 

←マーキングして放流します。 

アカハライモリ

の幼生 

↑光に透かして見るとキレイ！ 

←レイアウトが難しくも楽しい 



 

話いただきました。 

参加者からは、ユスリカのイメージが変わった、深い話だった、あっという間の２

時間だった、など。 

保全活動をしている身としても、課題は多いけれど、ただ不快な生き物としてお

くのはあまりにももったいなく、環境指標生物としてのユスリカの可能性を考え

ずにはいられない気持ちでした。 

 

12/13なかいけみカフェ⑫ 

古民家でひとやすみ～写真で感じる敦賀～ 

藤村留美さん（フォトグラファー）  

paludeさん（中池見と音楽を愛する会 オカリナ奏者） 
 

今年最後のなかいけみカフェ、12 月ということもあって、どうしてもクリスマスっぽ

く、音楽のあるカフェにしたくなってしまって、この寒い時期にオカリナの Palude さ

んに演奏をお願いしてしまっています。古民家との親和性が高い土笛、オカリナ。今回

は、YouTube でもコラボされているフォトグラファーの藤村さんの素敵な写真とい

っしょに楽しみました。ふだん何気なく通り過ぎている、決して特

別な場所ではないのに、藤村さんのテクニックと感性によりホント

に美しいワンシーンとして切り取られているのが、まるで魔法のよ

うです。今回その魔法の種明かしもしていただいたりして、とても

楽しい囲炉裏端になりました。 

オカリナはシンプルな楽器だけに奥が深く、音こそ簡単に出せるが

表現するには相当の技量が必要なのだそうです。つい楽器を集め

たくなる話や練習場所がなくて・・・など、ほろっと苦労話も出たり

して、古民家ならではのやさしい時間でした。 

 

 

 

 

10/24～26 の 3 日間、東郷公民館で開催される文化展に今年も

パネル展示させていただきました。最初はパネル 2 枚ほどのものだっ

たのが、公民館のご厚意で毎年増え、ついに今年は 5 枚全面を使って

中池見をご紹介させていただきました。本当に感謝です。 

さて、いつもは展示するだけなのですが、今年はできる限りパネル

のそばに居させていただき、パネルのご紹介を直接させていただきま

した。それと合わせて、「2025 年の今年、中池見湿地に行きました

か？」というアンケートもとらせていただきました。結果は左の通り、

「はい」は 73 人中 25 人。来場者の多くがシニア層を占める中、、約

1/3の方が来られたというのは、予想より多いものでした。「いいえ」の

方も行きたいと思ってる、今年は行ってないけど、よく行っていたと言

いながら、貼る方が多く、とても励みになりました。 

11/29 つるが環境フェア（きらめきみなと館）にも出展しました。 

今年は、久しぶりにキッチンカーが入ったり、屋内だけでなく生協さんが取り組まれている黒河川の水力発電所の見

学ツアーがあるなど、コロナの影響で縮小されてきていたことが、ようやく完全復活した感じがしました。（とはいえ、世

の中的にはインフルやコロナは大流行ではあります） さて、今年の生き物展示は、5 種類の生き物を持って行きました。

キタノメダカ、隠れがちなスジエビ、小さいギンブナ、巨大オオタニシに、案外苦戦する人続出でした。ナマズは 2 日間、

この態勢を崩さず。それはそれでスゴイと思いますね(笑)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東郷地区文化展、つるが環境フェアに出展しました 

ユスリカを捕獲する児玉さん 

↑撮影時のエピソー

ドを語る藤村さん 

←スライドショーに合

わせてオカリナを演奏

する paludeさん 

東郷地区文化展↑ 

今年中池見に来ましたか？→ 

キタノメダカ、ギンブナ、スジエビ、オオタニシがいます             生き物展示を見る親子さん       頭隠してしっぽ隠さないナマズ 



 

 

中池見湿地の希少な生き物を守る活動、「残そう・伝えよう！」生き物保全事業を、地元角鹿小学校の３年生と５年生

の皆さんとともに行いました。５年生はセンター前で田んぼ作り、３年生は後谷の現在休耕中の学校田を中心に生き物

調べを行っています。  

今年の夏は昨年以上に暑く、しかも空梅雨で雨が平年の半分以下しか降らなかったこともあり、お米ができるだろう

かと心配していましたが、湿地の底力か何とかお米も実り、無事に稲刈りができました。 

また、３年生は初夏には後谷の学校田でたくさんのアカハライモリを捕獲して観察、秋にはできたての再生湿地を観

察したり、センターまで足を延ばしてノジコの調査のお話を聞いたりしました。 

ようやく湿地の再生工事も終わりましたから、いよいよ来年こそは後谷の学校田で再び田んぼができるのではない

かと思っています。田んぼができることで、水涸れ以来確認できなくなっている生き物たちの復活を期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「残そう・伝えよう！」生き物保全事業（福井県補助事業） 

 

 

3年生の活動 

6 月に行った後谷の生き物調

べの様子。アカハライモリをた

くさん見つけて、一匹ずつお腹

の模様の違いを観察しました。 

秋の生き物調べでは、後谷の学

校田とできたばかりの再生湿

地の中を観察しました。再生湿

地の中には、絶滅危惧種のヤナ

ギヌカボが何か所にも見られ、

３０年前の田んぼにも生育して

いたことがわかりました。 

ビジターセンターで

は、福井市自然史博

物館の出口学芸員よ

り秋の渡り鳥につい

てお話を伺うことが

できました。 

ヒメカマキリ 

５年生の活動 

５月に行った田植え。田植え紐

の印に合わせて、一列ずつ苗を

植えていきます。田植えの後

は、田んぼの生き物やザリガニ防

除活動についてお伝えしました。 

９月の稲刈りでは、手で刈った

稲をわらで束ねて稲架にかけ

ました。稲刈りと合わせて足踏

み脱穀機や唐箕、籾摺り機を使

って脱穀体験もしていただきま

した。 

後谷の休耕田の中を、たも網でガサガサしながら、生き物を探します。 

学校田から出来立ての再生湿地の中を観察。    出口さんからノジコのお話を聞きました 

泥の感触の好き嫌いに関係なく、キャー！(笑)    水路に仕掛けたザリガニのかご罠をご紹介 

手で刈った稲を束ねる               束ねた稲を稲架にかける                 足踏み脱穀機で脱穀 

アカハライモリ 
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中池見田んぼアルバム～今年も多くの皆さんと田んぼづくりができました。💕  

中池見の田んぼでは、まず４月下旬から連休にか

けて、ミニ田んぼサポーターさんたちがハナエチゼン

を植えます。 

５月中旬には、角鹿小学校・気比高校付属中学校・

アイシン福井の皆さんがアキサカリを、しめ縄づくり

のために田んぼをされてる神楽のしめ縄飾りプロジ

ェクトの皆さんは、丈の長いコシヒカリを植えていま

す。 

３月 株踏み・代かき 4月田植え 

ミニ田んぼサポーターさん 

泥足カッケー！ 

８月稲架立て 

気比高校付属中学校＆アイシン福井の皆さん 

左：5月田植え         右：６月草取り 

田んぼの隅に

カキツバタ 

セリ 

８月稲刈り・脱穀 

脱穀・籾摺りが終わったら、できたお米を 

米袋に入れて出来上がり！→ 



 

 

 

 

 

 

◎2026年 1/25（日）10：00～12：00 

「冬の中池見でバードウォッチング」 
冬は木々の葉も落ちて、小鳥も見やすくなります。声は聴いても

なかなか姿を見ることがない鳥たちを観察するチャンスです。

運動不足解消も兼ねて(笑)、冬の中池見で楽しくバードウォッチ

ングしませんか？ 

 

集 合  中池見人と自然のふれあいの里ビジタ 

ーセンター 

定 員  ３０人（先着順 要申込） 

参加費  おとな 500円、小学生 200円 

お申込みは右記のQRコードより。 

 

◎2026年 2/14（土）12：00～16：30   

「中池見湿地の今をシェア！ 

子どももおとなもみんなで報告会」 

毎年恒例のみんなで報告会を今回もハイブリッド形式で開催

します。今年は活動報告の後、後半では農業被害も深刻なナ

ガエツルノゲイトウなど特定外来生物について、情報共有と

意見交換を行います。 

詳しくは、ホームページにてご案内いたします。 

 

会場   東郷公民館大ホール（ハイブリッド形式） 

参加費 無料 

 

 

◎2026中池見ミニ田んぼサポーター募集 
ミニ田んぼとは、1 区画約 5ｍ×5ｍの小さな田んぼのこと。

市民サポーターさん一組一区画を一年を通してお世話いただく

ことで田んぼの生き物を育む活動です。 

このミニ田んぼは、無農薬であることはもちろん、株踏みか

ら、田植え・草取り・稲刈り・ハサ掛け・脱穀と、お米になるところ

まで手作業で行います。 

 

◆活動期間 2026年 4月～11月。 

◆参加料金 1区画 7,000円 ※何人で参加い

ただいても結構です。 

◆申込み方法 右記のQRコードよりアクセスい

ただき、受付フォームにてお願いいたします。 

◆申込み〆切  2026年 3／27日（金） 

 

◎中池見サポーターズバンクに登録しませんか？ 

中池見サポーターズバンクは、中池見湿地での保全作業や調

査、イベントなどに、どなたでも気軽に参加いただくための仕組

みです。 

中池見サポーターズバンクに登録いただくこ

とで、保全活動やイベントなどの情報をメールや

ＬＩＮＥで随時受け取ることができ、作業内容やス

ケジュールなどを確認した上で都合のつく時

に参加いただきます。詳しくは、右記の QR コ

ードより公式サイトをご参照ください。 
 

［編集後記］ 

 助成金をいただきながらザリガニ対策に向き合って

早 4年、やっと成果が見えてきました。来年も頑張る

ぞ！（藤） 

後谷再生湿地の水生昆虫が来年、再来年とどのよう

な顔ぶれに変わっていくのか、今からとても楽しみで

す（野） 

最近意識的に体を動かさないと維持が難しいと感じ

るからこそ、身近に中池見があって活動できる幸せを

実感する日々です。 （上） 

2025年通常総会のご報告 

3／14（金）敦賀市プラザ万象にて、NPO 法

人中池見ねっとの 2025年通常総会をハイブリ

ッド形式で行いました。2024 年度事業報告及

び収支報告、2024 年度の事業計画及び予算に

ついて審議され、承認されました。  
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